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れていた点が強調されるO そして本書は，これは従 年の危機は国際市場の需給バランスではなく， フィ
来の隷属する下層フィリピン人という視点からは見 リピン圏内の構造的問題に由来すると結論付ける。
えてこない工場労働者や小作の自律的な社会活動で 政府は危機への対応として1935年に， 小農 ・小作農
あると指摘する。 および消費者の利益を保護することを目的にNRCC















タイに依存していたが， 1919年のコーチシナでの凶 唆される点にあるであろう。その意味で，本書は 19
作とそれに続く仏領インドシナの米輸出禁止によ 世紀末から20世紀はじめにかけて，植民地体制に
り，マニラの卸売り米価が高騰する。植民地政府は対 組み込まれていったフィリピンと，グローパル化の
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